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２
０
２
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
子
供
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を
つ

な
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と

し
て
当
連
盟
の
文
化
講
座
に
併
せ

て
（
公
財
）
全
国
青
少
年
教
化
協

議
会
、（
公
社
）
日
本
仏
教
保
育

協
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
講
座
は
年
に
４
回
各
方
面
か

ら
の
専
門
家
の
方
々
に
ご
講
演
い

た
だ
き
会
員
及
び
会
員
外
の
方
も

参
加
さ
れ
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
２
年
間
は
感
染
症

の
事
情
で
な
か
な
か
講
座
を
開
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
日
も
感
染
症
対
策
の
た
め
当
日

の
参
加
は
予
約
を
30
名
に
限
定

し
、
会
場
は
間
隔
を
と
っ
て
椅
子

を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
参

加
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
講
座

開
催
の
後
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
後

日
配
信
さ
れ
、
D
V
D
も
制
作
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

窪
川
香
薫
先
生
は
早
稲
田
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
了
の
理

学
博
士
で
、
専
門
は
生
物
学
。
東

京
大
学
海
洋
研
究
所
教
授
な
ど
を

経
て
現
在
帝
京
大
学
で
教
鞭
を
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
の

浄
土
宗
長
福
寺
の
ご
住
職
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

窪
川
先
生
の
お
話
は
S
D
G
S

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
海
の
中
で

進
行
し
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
問
題
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
製
造
、
廃
棄
焼
却
で
出
る
二
酸

化
炭
素
に
よ
る
温
暖
化
の
問
題
。

海
の
危
機
は
地
球
温
暖
化
、
海
面

上
昇
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
へ
と
発

展
し
て
い
く
と
い
う
海
の
今
を
考

え
る
お
話
で
し
た
。
参
加
者
の

方
々
は
窪
川
先
生
の
自
然
や
環
境

破
壊
の
お
話
に
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。
自
然

が
環
境
と
生
物
の
バ
ラ
ン
ス
の
上

に
あ
る
こ
と
を
振
り
返
り
、
今
回

は
海
の
環
境
問
題
か
ら
自
然
と
の

共
生
を
考
え
る
機
会
に
、
そ
し
て

地
球
は
昔
に
戻
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
地
球

を
残
す
た
め
に
、
自
然
と
人
と
の

共
生
を
進
め
、
縁
起
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
、
と
先
生

は
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

は
S
D
G
S

に
つ
い
て
少
し
ず

つ
理
解
を
深
め
、
日
々
の
生
活
の

中
で
の
小
さ
な
実
践
が
大
切
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
お
い
て
は
「
水
を
大
切
に
」、

マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
海
の
今
に
つ
い
て
の
講
演
は

私
た
ち
の
見
え
な
い
世
界
で
起
き

て
い
る
地
球
の
変
化
を
学
び
、
一

歩
で
も
二
歩
で
も
日
常
の
中
で

私
た
ち
の
地
球
を
守
る
行
動
を

今
す
ぐ
に
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
（
日
比
野
）

＊講演録は全佛婦１３６号にて掲載予定です
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第１回運営委員会（代々木会議室・Zoom会議）

・第１回編集会議（代々木会議室）

第３６回日本仏教保育協会北海道大会（札幌）

比叡山宗教サミット３５周年記念（京都・滋賀）

第２回大会打ち合わせ（大本山川崎大師平間寺）

第２回運営委員会（Zoom会議）

第２回編集会議（榧寺）

第８回子どもたちに豊かな地球をつなぐキャンペーン会議

（東京グランドホテル）

第１２４回文化講座（東京グランドホテル）

（公財）WCRP女性部会４０周年記念式典・パネルトーク

（明治神宮・フォレストテラス）

第３回運営委員会（Zoom会議）

29 日・30日

▼新入会員の紹介
丸山孝枝　塚本敦子　加藤惠委子
藏澤弥生　丑田ゆかり　小川久美子
橋本眞理　星野和美　諸角美智　
利澤照代　清水典子　宇野美穂子　
長谷川享子（以上、念法眞教）
▼指定寄付金にご協力の方　
祐天寺
▼賛助金にご協力の方々　
曹洞宗　浄土宗　浄土真宗東本願寺派
念法眞教　真言宗智山派　
真言宗豊山派　日蓮宗　真言宗須磨寺派
真言宗大覚寺派　真宗木辺派　
天台宗　法華宗陣門流　総本山知恩院
青蓮院門跡　妙法院門跡　三千院門跡
日光山輪王寺門跡　中宮寺門跡　
圓照寺門跡　大本山池上本門寺　
大本山川崎大師平間寺　
大本山成田山新勝寺　
高幡不動尊金剛寺
大本山増上寺　聖観音宗浅草寺　
大本山善光寺大本願　大本山永平寺
大本山總持寺　本山大坊本行寺　
総本山四天王寺　大本山中山寺　
音羽山清水寺　孝道教団　天王寺

總持寺　慈眼寺
上品蓮台寺　妙清寺　梅窓院　
龍光寺　深大寺　西新井大師總持寺
回向院　寶生院　清岸寺　光明院
宝蓮寺　淨眞寺　満願寺　東園寺　
長専院　正覚院　傳通院　高岩寺
妙慶院　竹林寺　如宝寺　真如苑　

（公財）仏教伝道協会
（一社）日本仏教鑽仰会
（一財）京都仏教会　静岡県仏教会
大和証券 ( 株 ) 　（株）中山石渠　
弁護士柴田龍太郎
▼社会福祉基金にご協力の方々
中宮寺門跡　法華寺門跡　宝鏡寺門跡
花岡眞理子　海老塚るり子　
村主みや子　小峰みな子　安井豊子
山居享子　笠井淑子　宮坂優子　
石井康子　杉浦悟子
▼心の募金にご協力の方々
東伏見具子　後藤陽子
▼写経運動にご協力の方々
東伏見具子　花岡眞理子　小峰みな子
佐々木公子　石井康子　大橋百合子
大越昌子　後藤陽子　海老名初江　
村上和之

▼花の種運動にご協力の方々
光明院　後藤陽子　逸見秀子
▼あおぞら奨学基金にご協力の方々
小峰みな子　佐々木公子　大橋百合子
山田麻記子
▼ウクライナ支援にご協力の方々
清水則子　湯地和夫
▼災害支援にご協力の方々
宝仙寺　逸見秀子
▼「全佛婦」誌代にご協力の方々
末廣久美　花岡眞理子　後藤陽子
▼子どもたちに豊かな地球をつなぐ
キャンペーンにご協力の方々

（公財）全国青少年教化協議会　
花岡眞理子　本多端子　日比野郁皓
大橋百合子　海老塚るり子

発行人　花岡眞理子
編集人　日比野郁皓・山口偉理子
編集・デザイン　合同会社まに

2022年 9月 5日、東京港区の東
京グランドホテルに於いて（公社）
全日本仏教婦人連盟主催、第124
回の文化講座「いのちの共生を考
える」「地球は昔に戻れるのだろ
うかー海から今を見る」と題し、
窪川香薫先生をお招きして講演会
を開催いたしました。

子どもたちに
豊かな地球をつなぐ
キャンペーン

「いのちの共生を考える」

「地球は昔に戻れる
のだろうかー
海から今を見る」

第１２４回文化講座　

2022年9月５日

全日仏婦事業に
多くの方々よりご協力いただき
ありがとうございます。

それぞれの活動に
運用させていただきますので、

どうぞ今後とも
よろしくお願いいたします。

　9 月 20 日現在（ 順不同・敬称略 ）



全日本仏教徒会議
山梨・身延山大会

第46回第 69回

日時 : １０月７日（金）・８日（土）　
場所 : 日蓮宗総本山身延山久遠寺
　

日時 : １０月２７日（木）１１時～　
場所 : 真言宗智山派
　　　大本山川崎大師平間寺

日時 :12月９日（金）13時～
場所 : 有楽町朝日ホール

全日本仏教婦人連盟
大会

　　　

７
月
29
日
（
金
）
30
日
（
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
公
益
社
団
法

人
日
本
仏
教
保
育
協
会
の
第
36

回
全
国
仏
教
保
育
北
海
道
大
会

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

29
日
に
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー
ル
（
札

幌
市
民
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ
た

全
体
会
で
は
、
連つ

ら

な
る
生い

の
ち命 

―

共
に
生
き
る
こ
と
の
喜
び
― 

を

テ
ー
マ
に
「
私
た
ち
は
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
、
真
の
幸
福
を
希

求
し
つ
つ
人
生
を
歩
む
人
間
形
成

の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
指
し
ま

す
」
と
い
う
宣
言
が
あ
り
、
釈
徹

宗
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
が
『
仏

教
と
保
育
の
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
』
と

題
し
行
わ
れ
、『
連
な
る
生
命
』

を
テ
ー
マ
に
釈
徹
宗
先
生
、
本
田

優
子
先
生
、
今
津
秀
邦
先
生
か
ら

な
る
鼎
談
と
続
き
ま
し
た
。
記
念

公
演
は
『
悲
し
み
の
先
に
開
か
れ

る
世
界
』
を
や
な
せ
な
な
先
生
が

お
話
し
さ
れ
、
そ
の
後
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

30
日
に
ホ
テ
ル
ロ
イ
ト
ン
札
幌

で
行
わ
れ
た
分
科
会
で
は
「
生
命

尊
重
の
保
育
」
や
「
ア
イ
ヌ
の
世

界
」
な
ど
11
の
分
科
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 
「
宗
教
心
な
き
教
育
は
、
賢
き
鬼

を
生
む
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
仏
教
精
神
を
持
っ
た
保
育
者
の

捧
げ
、
全
世
界
に
メ
ッ

ツ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、

「
宗
教
者
は
平
和
の
た

め
に
働
く
と
共
に
、
常

に
弱
者
の
側
に
立
つ

こ
と
」
を
誓
い
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
は
始
ま
り

ま
し
た
。

　

以
来
、
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
も
今
年
で
35
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
８
月
４
日
（
木
）

10
時
よ
り
国
立
京
都
国
際
会
館

に
於
い
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
阿
部
昌
宏
実
行
委
員
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ

る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
記
念
講
演
と
し
て
「
歴

史
的
大
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
ー

心
の
回
復
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

を
求
め
て
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

寺
島
実
郎
氏
よ
り
現
代
人
と
宗
教

の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
気
象
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
と

題
し
て
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

秩
父
神
社
宮
司
薗
田
稔
氏
、
東

洋
大
学
名
誉
教
授
竹
村
牧
男
氏
、

太
平
洋
教
会
協
議
会
事
務
総
長

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
グ
ワ
ン
氏
、
ア

ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
実
務
議
長

デ
ス
モ
ン
ド
・
カ
―
ヒ
ル
氏
が
登

壇
さ
れ
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
、
世
界
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
様
々
な
気
候
変
動
に
よ
る
被

害
、
戦
争
等
で
の
自
然
破
壊
を
考

え
人
間
と
し
て
一
番
大
切
な
感
謝

の
心
、
他
者
を
思
う
心
、
謙
虚
さ
、

そ
し
て
自
然
と
の
共
生
共
存
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
結
論
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

場
所
を
比
叡
山
へ
移
し
大
き
な

雷
と
共
に
大
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
式
典
の
中
で
大
樹
孝
啓
御
座

主
様
よ
り
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
平

和
の
鐘
が
美
し
く
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
世
界
平
和
祈
り
の
式
典
に
参

加
で
き
ま
し
た
事
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
（
花
岡
）

皆
様
に
よ
り
正
に
「
明
る
く
、
正

し
く
、
仲
良
く
」
の
仏
教
保
育
３

綱
領
に
よ
る
保
育
が
、
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
伝
わ
る
こ
と
を
確

信
し
て
、
大
き
く
期
待
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
連
盟

も
２
団
体
と
協
力
し
て
『
子
供
た

ち
に
豊
か
な
地
球
を
つ
な
ぐ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
遂
行
し
て
ま
い
り

た
い
と
心
新
た
に
致
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
（
本
多
）

  　

１
９
８
７
年
８
月
世
界
の
宗
教

指
導
者
は
比
叡
山
上
に
集
い
「
世

界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

を
開
催
し
、
宗
教
の
違
い
を
超
え

て
平
和
の
た
め
に
真
摯
な
祈
り
を

第36回

全国仏教保育
北海道大会に
参加して第２回は１年を通して地域と共

に様々なイベントを開催してい

る梨本三千代副理事長のお寺を

紹介します。

　御瀧不動尊金蔵寺は真言宗

豊山派の寺院です。千葉県船橋

市北部に位置し、開山は、応永

30年（室町時代）と記されて

います。

　北部というと50年位前まで

は、今より農業地帯で、寺の

行事は地域と密接な関わりを

持っていました。しかし在住の

方にこの辺は文化と疎遠だと

言われ、それなら寺でもっと何

かを発信できればというのが

寺でのイベントの開催の始ま

りでした。

　３月〜 4月には桜の名所で

もある境内で「桜祭り」が行わ

れます。子供達30人ほどの太

鼓やソーランで始まり、別の日

には薪能、地元の方々による

ピアノやバイオリン等々のミ

ニコンサートを三重塔の前で

行ったりしています。

　6月に入ると、「蛍祭り」。こ

の日の為に毎月掃除などの準

備をしている蛍プロジェクト

ボランティアメンバーによる

企画で御瀧の森に蛍を舞わせ

ています。楽しみながら、かつ

蛍の里親として約 3,000 人程

の方が見学に来てくださって

います。これらは〝故郷作り〟

でもあり、青少年育成の一環と

して20年を超える行事となり

ました。

　1年のメインは 8月、当山

の2日間の「大祭」で万灯御輿

が表門から県道を回り脇門から

入って境内本堂前で、ひとねり、

その他、地元伝統芸能のバカ面

踊りと太鼓、盆踊り、また近隣

の中学生の管弦楽部が〝ゆかた〟

で参加します。屋台は150 軒

を超え軒を連ねます。

　境内は地域の為にある、とい

う意味でコミュニティホール

もワークショップを含めて無

料で開設しています。

　地域の方々それぞれの得意

な分野での御力をお借りして

楽しみ、寺も地域も活性化して

いることを確認でき、そのこと

が感謝でもあり、寺の歴史でも

あるといえます。

　コロナが沈静化し、いつもの

日々が戻ってくることを地域の

方々と共に切に望んでいます。
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第34回
成道会の集い
東京都仏教連合会


